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協議会　会議結果報告

令和 3年 9月 27日 18:30-20:05第 161回会議
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港まちづくり協議会では、ボートピア名古屋設置に伴い競艇を施行する自治体（蒲郡市など）から名古屋市に交付される「環境整備協力
を財源とする「港まち活性化事業補助金」を用いたまちづくり事業を、住民と行政との協働により検討・実施しています。協議会の委員は
築地学区連絡協議会・築地口商店街振興組合からの推薦をいただいた方 と々名古屋市の職員で構成されています。

港まちづくり協議会の会議は誰でも傍聴できます。  傍聴のルール、会議の開催日や会場など詳しくは下記の協議会事務局までお問い
せください。また、会議資料は事務局に設置し、どなたでも閲覧できるようにしています。

受付時間│平日9：00–18：00
〒455-0037 名古屋市港区名港1-19-23 
　　　　　　Minatomachi POTLUCK BUILDING
TEL│052-654-8911 　E-mail｜ info@minnatomachi.jp  
FAX│052-654-8912 　HP│http://www.minnatomachi.jp ▶

お問い合わせ先

❶ グランドゴルフDEあそBOSAI

事業の概要や今後の見通し等について確認された上で、審議の結果、案の通り承認されました。
また、今後の進め方については運営会に一任されることが確認されました。

❷ R4年度名古屋市へ要望する事業について

事業の進捗状況や今後の見通し等について確認された上で、審議の結果、案の通り承認されました。
また、今後の進め方については運営会に一任されることが確認されました。

事業の経緯や今年度の事業内容等について確認された上で、審議の結果、案の通り承認されました。
また、今後の進め方については運営会に一任されることが確認されました。

❸ R4年度名古屋市へ要望する事業における「名古屋みなと祭の警備に関する補助金」について

❹ R3年度港まち活性化補助金の一部変更について

各事業概要や変更内容等について確認された上で、審議の結果、案の通り承認されました。
また、今後の進め方については運営会に一任されることが確認されました。

事業概要や進捗状況を含めた今後の見通し等について確認されました。

❺ ポットラックバザールについて（進捗報告）　（議決なし）

部会の結果、今後の見通し等について確認されました。

・事務局より、令和 3 年 10 月 10 日に協議会ニュースの第 171 号が発行された旨が報告されました。
また、ポットラック新聞かわら版 47 号が発刊された旨が報告されました。
・事務局より、みなと土曜市、みなと A GOGO ！、港まちおでかけサロン特別企画「着物リメイク展覧会」        
「柳家緑也　落語会」の開催案内について報告がありました。
・前川委員より、「Seaside Park Nagoya in 金城ふ頭」「クルーズ名古屋」の開催案内について報告
がありました。

❻ 事業計画作成部会進捗報告【議決なし】

❼
 
その他

港まちづくり協議会ニュース
JOINT COMMITTEE OF PORT TOWN NEWS LETTER

第174号    1月10日発行

港まちづくり協議会は、「なごやのみ（ん）なとまち」の実現を目指し、　「心地よく安心な港まちで『暮らす』」
　 「魅力的でにぎやかな港まちに『集う』」　「みんなと港まちを『創る』」の3つをテーマにしたまちづくり活動を実践しています。

令和4年

太鼓に、ゴスペル、盆踊り！港らしさ溢れる1日になりました

セーラーズマーケットとみなと土曜市を同時開催！

集う

■日時　2022年2月12日（土） 10:00-14:00 予定
　　　　2022年3月12日（土） 10:00-14:00 予定
■会場　築地口商店街界隈・江川線沿い歩道エリア
　　　　地下鉄名港線 築地口駅2番出口周辺
■入場　無料
■主催　港まちづくり協議会

▲学区女性会有志の民謡踊り

▲マーケット当日の様子

12 月 11 日（土）、築地口商店街振興組合が主催するセーラーズマーケットとみなと土曜市
が同時開催！今回のセーラーズマーケットでは、商店街の各店舗による特別メニューや、女
性会有志によるバザーやみたらし団子の販売があり、みたらし団子は午前中で売り切れてし
まうという人気ぶり。みなと土曜市は、江川線沿いにもお店が出店され、お買い物を楽しむ
方々で賑わっていました。旧・公設市場前のステージでは、慶和幼稚園園児のパフォーマン
スや学区女性会有志の民謡踊りも披露され、パワーに溢れた 1日となりました。

次回のみなと土曜市



テーマは、「土に聞く」

ポットラック新聞 14号が完成！

創る

今年の特集は「アーカイブプロジェクト」

2020年度の活動報告書が完成！

創る

編み物体験ができるワークショップも
3日間限定で開催します！

展覧会「こんにちは！港まち手芸部です。」開催します！

創る

毎年東京で開催の展示が港まちでも！

「DOMANI plus @愛知」を開催します！

集う

■期間　2022年1月27日（木）－2022年2月12日（土）
　　　　*会期中の木、金、土のみ開催
■時間　12:00-18:00　*毎月第2・4金曜日は12:00-20:00

■会場　港まちの社交場NUCO（名古屋市港区名港1-18-4）
■入場　無料　
■主催　港まちづくり協議会　■企画　港まち手芸部

■期間　2022年1月18日（火）－2022年3月12日（土）
■会場　港まちポットラックビル 3F／旧・名古屋税関港寮
■時間　11:00-19:00　■休館日　日・月・祝日　■入場　無料
■主催　文化庁、国際芸術祭「あいち」組織委員会、港まちづくり協議会

■発行　年3回　■部数　12,000部　■企画　タブロイド判　8頁
■配布　名古屋の観光案内所や図書館、全国のまちづくり団体など

年次報告書冊子版　■発行　11月　■部数　1,000部　■規格　A4　12頁

▲アーティスト・本原令子さんによる
　表紙イラスト

ポットラック新聞タブロイド判 14 号が完成しました。 
今回のテーマは、「土に聞く」。港ならではの土の歴史
から、まちの方の土いじりの話まで、港まちで聞いた
「土」にまつわる話を集めました。また、特集では、アー
ティストの本原令子さんと古橋まどかさんに、「土に聞
く」とは？というテーマで対談インタビューを行いま
した。「土」というごく身近な自然物から様々な話題へ
と広がりを見せた、土の不思議な力をぜひ感じていた
だけたらと思います。

港まちづくり協議会の昨年度の活動をまとめた年次報
告書が完成しました。冊子版とWEB版の2種類があり、
冊子版では、その年に大きく力を入れ取り組んだ活動
に焦点を当てて紹介しています。今回は、2016 年から
継続している「アーカイブプロジェクト」について特
集しました。港まちの方々にお話を伺い、記録してい
くこの活動のこれまでを振り返りつつ、2021 年度にス
タートしたプロジェクトについてもご紹介しています。
冊子版は港まちポットラックビルにて配布しています
ので、ご興味のある方はスタッフにお声がけください。
WEB版は下記 URLからご覧いただけます。
https://www.minnatomachi.jp/report/2020.html

2022 年 1 月 27 日（木）より、港まちの社交場
NUCO にて港まち手芸部の成果展を開催します。会
場では、部員の作品や、これまでの活動を紹介する
写真や映像を展示します。ぜひお越しください！

1998 年から毎年東京で開催されてきた「DOMANI・
明日展」を港まちポットラックビルと旧・税関寮に
て開催します。文化庁は、これまで数多くの新進気
鋭の芸術家たちを海外研修制度として派遣してきま
した。その成果展となる「DOMANI plus @ 愛知」
名古屋港会場では長島有里枝さん（研修先：アメリ
カ）、古橋まどかさん（研修先：メキシコ）の 2人が、
写真とインスタレーションの形式で作品を発表しま
す。古橋まどかさんは、約 2ヶ月港まちに滞在し、
制作した新作を発表予定です。
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12 : 00 -18:00（1/28,2/11は 12 : 00 - 20 :00）
ワークショップ￤ 1/27 , 2 8 , 2 9 各日 13 : 00 -17:00（要予約）

展示場所 ￤ NUCO

2022.1.27（木）- - - 2.12（土）会期中の木曜、金曜、土曜 開催

●和文・横配置 基本形

シンボルマーク［和文・横配置］　6

文化庁委託事業 「令和3年度次代の文化を創造する新進芸術家育成事業」
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domani-ten.com    www.mat-nagoya.jp

*新型コロナウイルスの感染状況によっては、変更や中止の可能性があります。最新情報については、ウェブサイト・SNSでお知らせします。

主催｜文化庁、国際芸術祭「あいち」組織委員会、港まちづくり協議会
企画｜国際芸術祭「あいち」組織委員会（塩津青夏）、Minatomachi Art Table, Nagoya ［MAT, Nagoya］（青田真也、吉田有里）
協力｜アッセンブリッジ・ナゴヤ実行委員会、KENJI TAKI GALLERY、MAHO KUBOTA GALLERY、Yutaka Kikutake Gallery、Yumiko Chiba Associates
制作協力｜アート・ベンチャー・オフィス ショウ
お問合せ｜国際芸術祭「あいち」組織委員会事務局  〒461-8525 名古屋市東区東桜1-13-2（愛知芸術文化センター内）   TEL｜052-971-3111  FAX｜052-971-6115  E-MAIL｜triennale@pref.aichi.lg.jp  WEB｜aichitriennale.jp

     港まちポットラックビル  〒455-0037名古屋市港区名港1-19-23（港まちづくり協議会事務局）   TEL｜052-654-8911  FAX｜052-654-8912  E-MAIL｜info@mat-nagoya.jp  WEB｜www.mat-nagoya.jp

古橋まどか  《Obelisk III》  2013年   C-type プリント
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Where the gaze resides
DOMANI plus @Aichi  

DOMANI plus @ 愛知

まなざしのありか


